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小池晃氏の推薦決定について

革新都政をつくる会は、会の都知事選挙候補者｢選考基準｣（①会の

政策｢新しい福祉都市、東京へ｣の実現をめざすたたかいの先頭に立つ

人 ②都政・国政での立ち位置が明確で論理力、政治力があり、知名

度ともに幅広い共同拡大の要となる人 ③石原都政を都民の立場で

確実に転換することを訴え、実現できる人 ④都知事として都民の立

場で東京から国政の流れを変えられる人）からみて、小池晃氏（日本

共産党前参議院議員）が相応しい人であると判断し、無所属候補とし

て擁立することを決定しました。革新都政をつくる会の構成団体であ

る東京自治労連は、これを受けて小池晃氏を支持することを決め、自

治労連都庁職は推薦決定を行いました。

石原「構造改革」都政１２年間で、都職員定数の大幅削減などによ

る労働強化、不払い残業の蔓延、メンタルヘルスの増加など、職場環

境の悪化が進みました。また小泉内閣の「構造改革」路線を先取りし

た政策により、福祉は切り捨てられ、大企業のための開発事業「都市

基盤整備」が優先されました。そして母子保健院の廃止、３小児病院

の統廃合、都立病院ＰＦＩ化、保健医療公社への移管、老人医療セン

ターの独法化など、都の役割を投げ捨て、地域医療を破壊してきまし

た。

また、保育制度の改悪、老人医療費助成の廃止、シルバーパスの全

面有料化、障害者医療費の削減、一人親医療費の削減など福祉制度を

後退させ都民生活が一層困難になりました。さらに、石原都知事の発

言は、憲法を否定し、女性や障害者を差別し、都民の批判あびていま

す。東日本大震災においては、「天罰」と発言し、被災者への配慮に

かけると都民から抗議の声が殺到し、陳謝をしています。衛生局支部

は石原都政に終止符を打ち、福祉都市東京への転換をはかるため、革

新都政をつくる会が擁立した小池晃氏を推薦し、会の政策「新しい福

祉都市、東京へ」を実現するために奮闘します。

衛生局支部は、①組合員の政党支持、政治活動の自由を保障し、政

党支持を義務付けないこと。②一致する要求での協力共同。③首長選

挙では支部の政策と一致、憲法擁護、革新自治体建設など、一定の基

準に基づいて支持・推薦し、その当選のために活動することを支部定

期大会やその都度の選挙などで表明しています。同時に、各分会おい

ても「革新都政をつくる会」が擁立した小池晃氏の推薦を決定し、都

知事選勝利のために奮闘することを要請します。
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生協からのお知らせ

きょう 日時 3 月 29 日（火）

お昼休み

小玉土佐文旦（柑橘類）

３５０円（㎏）組合員

４００円（㎏）その他

１ｋｇ３個ぐらい

衛生局支部書記局 27階南側

※本庁舎以外で取り組む場合は

予め連絡ください。
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組合員・職員のみなさん、ありがとうございます

被災者への引き続く支援をお願いします

東日本大震災被災地へ緊急支援カン

パの取り組みが進んでいます！

分会から寄せられたカンパ

3 月 28 日、480,765 円です

病院・衛生局支部退職者激励会
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